
「TOK Vision 2030」と 2040年　 「100年企業」の実現に向けて
東京応化は今後も、技術転換スピードが速く、競争が激しい最先端の半導体
および電子部品分野を主要ドメインとする一方、
10年先、20年先を見据えた長期的視座のもとで
持続的な企業価値向上を実現し、社会の持続的発展に貢献していきます。

生産拠点
リノベーション

電子材料分野の
深耕と開拓

財務基盤整備と
その有効活用

DXの推進

社会的
重要課題への
持続的な
取組み

新規事業創出

グローバル
人材活用

世界同時不況

緊急収益対策

緊急収益対策
新たな事業環境に
適応するための
■コスト削減の実施
■低コスト体質の実現

事業構造改革
構築の方向性
■ワールドワイドでの
 マーケティング力の強化
■技術開発のさらなるスピードアップ
■新事業の早期確立
■グローバル戦略を加速し、
 世界シェア拡大に邁進

tok中期計画2015
目標
■過去最高益の更新
■持続的成長の基礎となる事業基盤の
強化

■再生可能エネルギー分野等への事業
領域拡張

戦略
■各地域のユーザーとの密着戦略
■事業ポートフォリオの変革
■グローバル人材の開発

tok中期計画2018
戦略
■事業ポートフォリオの変革
■顧客密着戦略の進化
■グローバルに対応できる人材の
 開発を推進
■経営基盤強化

tok中期計画2021
ポイント
■事業ポートフォリオの変革を強化
■成長軌道への回帰
■バランスシートマネジメントを強化、
 新たな配当方針の導入

ありたい姿（定性側面）

■顧客が感動する新しい付加価値を提供する
■世界のステークホルダーから信頼される
■高い技術力を育成し続け、グローバルで存在感を示す
■SDGsに貢献することを意識し、企業価値を持続的に向上する
■皆が活き活きと誇りをもって働ける

事業構造改革

筋肉質への転換と
「新生東京応化」

の構築

tok中期計画
2015

長期ビジョン「2020年のありたい姿」 長期ビジョン「TOK Vision 2030」

tok中期計画
2018

tok中期計画
2021

2021年12月期
TARGETS:
売上高
1,226億円
営業利益　　
165億円
ROE
7.0％
※2021年12月期の予想数値は

2021年2月15日に公表した数値
を記載しています。

2040年12月期
100年企業へ

売上高 2,000億円
EBITDA 450億円
ROE 10％以上

ありたい姿（定量側面）

設立90周年
2030年12月期
「TOK Vision 2030」

豊かな未来、
社会の期待に化学で応える
“The e-Material Global 

Company”

2020年12月期
過去最高益を
達成

▲
連結EBITDAの推移

2030年に向けた
7つの戦略

100年企業への継承
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